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 http://www.katuyama.okayama-c.ed.jp     ３月の行事予定 
22(木)~23日(金) 春季補習 

27(火) 入学予定者登校日 

28(水)～29(木)春季セミナー      ４月の行事予定 
4(水) ＳＰＡ帰国 

9(月) 新任式 始業式 入学式 保健調査 

16(月) 胸部Ｘ線検査（1年生) 

19(木) 歯科検診（全学年) 

24(火)～25(水) 尿検査１次 

27(金) 心電図検査・血液検査(1年生)     ５月の行事予定 
12(土)～13(日) 美作総体 

14(月)     ＰＴＡ総会代休 

15(火)～16(水) 尿検査 2次 

20(日)     ＰＴＡ総会・授業参観  ※年度当初の予定は、随時追加されます。  ４月の勝高だより等で連絡します。 
 

  3 月 1 日 平成 18 年度勝山高校卒業式が行われ、卒業生が学び舎を後にしました。今年度の入場の曲には卒業生が選んだ今年度の流行曲『ありがとう』退場の曲は『タイヨウの歌』が奏でられての卒業式でした。送辞では、板持生徒会長が鼓山祭など先輩方との思い出や学んだことを振り返り、答辞では柴田さんが鼓山祭での感動、学校生活の苦労や喜びなどを涙ながらに語りました。凛とした緊張感の中、今年もまた卒業生を送り出しました。国公立大学受験の関係で進路決定が卒業式後になっている卒業生もいますが、最後の 1人が決定するまで温かく見守ります。卒業生の今後の活躍を期待します。   

 

ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂページページページページ    随時更新随時更新随時更新随時更新！！！！    ＰＤＦＰＤＦＰＤＦＰＤＦ形式形式形式形式でででで勝高勝高勝高勝高だよりもだよりもだよりもだよりも掲載掲載掲載掲載。。。。    「「「「岡山県立勝山高等学校岡山県立勝山高等学校岡山県立勝山高等学校岡山県立勝山高等学校」」」」        キーワードキーワードキーワードキーワード入力入力入力入力してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

 

 

 

 卒業生より卒業記念品として本館 3階 階段前にホワイトボードが寄贈されました。 

3年生では、進学や就職関係の連絡が多く、 情報を一箇所に集中する必要があります。 今までは簡易のホワイトボードを使っていましたが ガラスケース付きのものを今後活用させていただきます。 卒業生のみなさん ありがとうございました。 
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記念品記念品記念品記念品    

 校歌の一節に『向上の一路 めざして』というフレーズがあります。 勉学・部活動に邁進する勝高生を応援しようと、この度、生徒会予算により横断幕をつくりました。部活動の対外試合や学校行事の際に活躍します。
 

  
卒業式会場に掲げました。 

 

 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3333 月月月月７７７７日日日日    アダプトアダプトアダプトアダプト事業事業事業事業（（（（道路清掃道路清掃道路清掃道路清掃））））    

  

 

 

    2222 年生年生年生年生    総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間    

  

ＳＰＡＳＰＡＳＰＡＳＰＡ派遣派遣派遣派遣        3333 月月月月 21212121 日日日日～～～～4444 月月月月 4444 日日日日     学期に一度は行っているアダプト清掃事業を学年末考査の最終日の午後に行いました。生徒会が呼びかけ、部活動や有志など約４０人が集いました。3日～
7日まで商店街・町並み保存地区を中心に『勝山のお雛まつり』が開催されており、観光客が訪れた後の清掃を計画しました。学年末考査中で時間の制約はありましたが、出来る範囲で街づくりに協力して生きたいと思います。また、期間中にも案内図配りや人数のカウントなどのボランティアに 

5名が参加し、地元勝山の 行事に関わり、全国に 名を誇るイベント運営 の大変さを感じたようです。      

 

 2 月１８日(日）吹奏楽部 22 名が真庭市久世のささぶき苑を訪れ、演奏会を行いました。真庭市の地域型福祉事業の一環として毎年、行っている行事です。今年はサザエさん・いずみたくメドレー・時代劇メドレーなど昭和のメロディーを披露し、入所者の方々と一緒に歌を歌い、楽しいひと時を過ごしました。 

 

  

 

 
 

 

 

 3月 21日(水）いよいよ１０人のＳＰＡ派遣生徒がアメリカへ出発します。約 2 週間の滞在であり、現地のラ・キンタ高校で普通授業を受けたり、生徒に混じって部活動をして過ごします。日本紹介イベントに合わせてソーラン節やダンスなどを披露するため練習を重ねました。ラテンアメリカ系の生徒の多い学校のため、ホストファミリーも多彩です。明るいカリフォルニアの太陽の下、のびのびと異文化を吸収し、帰国後の 土産話を待っています。 

 3月 9日(金)2年生普通科の生徒が「総合的な学習の時間」で『分野別研究』の発表会を行いました。書籍・インターネット・新聞・講演参加・聞き取りなど様々な角度から自分の決めたテーマを調査・研究。環境分野を研究する 12名は先般、勝山文化センターで行われた『ゼロエミッション・イン・真庭～バイオマスを活用したゼロエミッション型産業と地域振興』に参加し、バイオマスタウンを目指している真庭市の取り組みと自身の研究課題と絡めながら、調査研究し、発表を行いました。他にも教育・医療・福祉・国際・政治・経済・科学技術・情報など様々な分野を、将来つきたい職業の詳細を調べるなど、自身のキャリアプランとも関わった発表もありました。 

 

 

 3 月 15･16 日落合のサンプラザで行われた『商品知識の研修実技大会』の審査員として本校商業科 2 年生 3 名が参加しました。この研修会は従業員のスキルアップを図るため、3 分間で商品の説明技術を競い合う研修会であり、接客・説明のテクニックなどの技術を向上させる目的のようです。食品・靴・めがね・衣料などあらゆる分野のマーケティングの実例として学習になるとともに、社会人としても努力され続ける様子を目の当たりにし、高校生活で身につけなければならないことを改めて考える機会となりました。 

吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部    

 

フォーラム参加生徒 

多目的室「なごみ」で発表 

 

 


